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陳舜臣さん生誕地の特定作業、中間報告
陳舜臣さんの生誕地に記念碑を設置しようという動きがあります。それには、まず、生誕地の特定が必要で

す。このことについて、現在、資料を整理し、多少の調査を行なっております。その中間報告をいたします。

中間報告としておりますが、最終報告になるかも知れません。 （編集委員 橘雄三）

1．陳舜臣作品に見える生誕地記述 下線は編集委員の加筆

【『道半ば』（集英社）p.13】
私の記憶は元町七丁目から始まる。あるいはここ

が私の生家かもしれない。いまはもう道路になって

いる。旧三越百貨店のならびの家で、むかいは酒造

会社の倉庫であった。それが「白鶴」であったこと

は後年になって知った。空襲で焼けるまでは健在で

あり、焼けてから道路になったのである。

【『青雲の軸』（集英社文庫版）p.18】
都市計画でそのあたりはとりこわされて、広い道

路になってしまったが、俊仁が生まれた家は空襲を

免れて、つい最近まで存在していた。元町七丁目と

いうから、三越百貨店の斜めむかいで、白鶴酒造の

倉庫の裏がわにあたっていた。

北に出ると、国鉄の線路が走っている。柵のこち

ら側はかなり広く、砂地などもあって子供たちの恰

好の遊び場であった。

むろん、当時、汽車は高架ではなく、地べたを走っ

ていたので、踏切りがあった。線路のすぐそばが子

供の遊び場になるというのは、あまり車が通らなかっ

たからであろう。

【『私の履歴書②』（日本経済新聞社）】
そのころ私たちは元町七丁目に住んでいた。父は

勤めが栄町か海岸通りの五丁目だから、元町七丁目

に借家をさがしたのはとうぜんだったのだ。まだ鉄

道は路面を走っていて、いたるところに踏み切りが

あった。荷物はたいてい荷馬車ではこんでいた時代

である。道路には馬糞のにおいがした。

私たち兄弟はそこにあった酒造会社の倉庫前に腰

をおろし、忘れた日本語を思い出そうとけんめいだっ

た。

▲1935年ごろの三越神戸店（神戸新聞社提供）
元町通西出入口に店を構えていた。三越前に市電が
見える。三越の開業は1926年。

▲ネットミュージアム兵庫文学館企画展示、「陳舜臣 神
戸小夜曲」より。元町商店街西出入口に立つ陳舜臣さん。
白い車の向こうが"きらら広場"。陳さんの生誕地、元町七
丁目は画像に入っていない。もっと右手

■陳舜臣さんは、上述元町七丁目の家に六年ほど

住んだ。この後、中山手三丁目に引っ越す。華僑

が多く住み「広東村」と呼ばれていた。ここで学

齢を迎え、諏訪山小学校に入学する。ところが、

中山手三丁目に居たのは数ヶ月で、北長狭四丁目

へ引っ越す。そして、その次、海岸通五丁目のい

わゆる「三色の家」で、戦争が激しくなるまで、

十年ほど落ちつく。（『道半ば』p.28-30）

陳舜臣さんの著作に見える生誕地記述、上記三

点以外にありましたらご教示願います。
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上の地図は『日本近代都市変遷地図集成』（1923

年）のp.155、「栄町及湊町附近分図」を部分拡大し

たものです。朱枠、朱傍線は編集委員の加筆。

《１．「嘉納合名」とは白鶴のこと》

中央上部、赤枠で囲った箇所に「嘉納合名」とあ

ります。嘉納合名会社は1897年から、1947年に白鶴

酒造株式会社になるまで、白鶴の社名でした。

《２．三越はまだありません》

この地図は1923年のもので、陳舜臣さんがショー

ウインドウの赤い子供靴をのぞきに通った三越はま

だありません。

■・1925年10月、元町デパート開業。

僅か半年で破綻

・1926年7月、破綻した元町デパートを継承して三

越神戸分店開業。1984年閉業。

《３．陳作品に見える生誕地特定のキーワード》

前ページ、「1．陳舜臣作品に見える生誕地記述」で、

『道半ば』『青雲の軸』『私の履歴書』すべてに共

通するのは、「元町七丁目」という住所です。そし

て、近所に酒造会社の倉庫があったことも共通して

おり、その酒造会社を、『道半ば』『青雲の軸』で

は、「白鶴」と明示しています。

ただ、判断に困るのは、陳家と酒造会社の倉庫と

の位置関係です。

・『道半ば』/旧三越百貨店のならびの家で、むか

いは酒造会社の倉庫であった。

・『青雲の軸』/ 三越百貨店の斜めむかいで、白鶴

酒造の倉庫の裏がわにあたっていた。

・『私の履歴書』/ 私たち兄弟はそこにあった酒造

会社の倉庫前に腰をおろし、…。

難問です。

2．当時の地図に見える社名・店名表示
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３．神戸地方法務局で旧土地代台帳並びに和紙公図（土地区画図）を閲覧

調査事項並びに調査結果は次のとおりです。
調査事項■①元町通七丁目の旧土地台帳 ②元町通七丁目の和紙公図（土地区画図）

③陳通宅の記載を探す。
調査結果■①と②は見つかりました。旧土地台帳の該当箇所はこのページに、元町通七丁目の和紙公図（土
地区画図）は次頁に載せました。③については、旧土地台帳で陳通、西村畩一商店（陳通が神戸に来て、

けさいち

1919年から１０数年勤務）、その他、関係しそうな記載をさがしたのですが、ありませんでした。

【補足説明】
１．旧土地台帳の関係する部分のみを上にあげました。

地番の欄、薄く見えにくいですが、「拾八番の貳」は二本線で消してあります。「四番」が生きている
記載です。
２．登記年月日、事故、所有質取主住所、所有質取主氏名の欄、最後から二列目を活字起こしします。

大正七年二月一八日、所有権移転、武庫郡御影町御影字上東七九七番地、嘉納合名會社
最後の列を活字起こしします。
昭和二十三年六月三〇？日、合併名義変更、武庫郡住吉村字新兵衛新田九一一地、白鶴酒造株式会社

合併名義変更とは、社史によると、「嘉納合名会社と昭和酒造株式会社を合併し、商号を白鶴酒造株式
会社とする」ということです。
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４．神戸地方法務局で複写した元町七丁目和紙公図（土地区画図）

【上掲、元町七丁目和紙公図（土地区画図）の補足説明】
薄く見えにくいですが、赤枠（編集委員加筆）の箇所が元町七丁目四番です。
まだ、宇治川が流れているのが興味深い。
法務局の担当者の説明では、この土地区画図のもとは、「おそらく明治二十年代にできた後、昭和四十年
くらいまで使われていた」、その間、「番地、区画は追加修正されたが、租税に関係のない河川はそのまま
にされていたのだろう」とのことです。

■兵庫県の「宇治川水系河川整備基本方針」(2017)や『神戸市史 本編解説』(1971年 p.469-471)から、宇治
川は、明治30年代に暗渠になったと推察します。
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以下は、兵庫県の「宇治川水系河川整備基本方針」

(2017)からの抜粋です。下線は編集委員の加筆。

宇治川は河口から約0.9km の橘橋までの区間は暗
渠となっている。神戸港開港に伴う都市基盤整備や
市街地の拡大とともに改修が進められ、特に下流部
は、道路用地を確保する必要から河川上部に蓋を掛
け、暗渠区間として整備されてきた。
その後、神戸・阪神地区に未曾有の被害をもたら

した昭和13年７月の阪神大水害を契機として、砂防
計画と併せて河川改修計画が立案され、橘橋より上
流については、…。（中略）
一方、橘橋より下流は、従来の覆蓋による暗渠構

造を圧力暗渠構造に改修すべく、昭和36年から県に
よる中小河川改修事業に着手し、橘橋付近の沈砂池
を含め、昭和46年に完成した。

■上掲記述並びに1971年発行『神戸市史 本編解説』

(p.469-471)から、陳舜臣さんが子供の頃、宇治川は

すでに暗渠だったと推察します。

昭和初期の神戸は、鉄道がまちのなかを走ってい

た。鉄道が高架線となり、路面を走らなくなったの

は、私が小学校二年生ごろのことであった。高架線

化の工事は、大工事であり、そのころは町じゅうが

埃だらけで、騒音もひどかったのである。当時は鉄

道省の管轄で、省線と呼んでいたようだ。 （『道半

ば』p.13）

上の画像は、「駅が開業する前の、高架完成間も

ない国鉄元町駅（昭和６～７年）」（兼先勤著『神

戸街角今昔』2013年発行）。

高架竣工は昭和６年(1931）。従って、陳舜臣さん

の元町七丁目時代は工事真っ最中で、附近は「町じゅ

うが埃だらけで、騒音もひどかった」のだ。

■ついでに市電についても一言ふれておきます。

1910 神戸電気鉄道会社により春日野道～兵庫駅

前間開通。陳舜臣さん宅附近の停留所は

「宇治川」

1917 神戸市に買収され市電となる。

６．生誕地関連事項、いくつかの補足

《２．国鉄（省線）の高架化工事、真っ最中》《１．子供のころ、宇治川は既に暗渠だった》

明治43年(1910)以前の宇治川筋。手前はミカドホテル、松影に三菱銀行神戸支店

上流から下流を見る 正面奥、橘橋の向こうが暗渠
編集委員撮影
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